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令和３年度第２回（通算第 272 回）目黒区都市計画審議会会議録 

 

【発言】             【発 言 要 旨】 

 

（欠席委員なし） 

 

会長       令和３年度第２回、通算第２７２回の都市計画審議会を開催する。今回

も新型コロナウイルス感染症対策のため、書面開催とする。会議録の署名

委員は私と兵藤委員。 

議題に入る。本日は１件の諮問と２件の報告がある。議題１について、

事務局からお願いする。 

 

区     目都計第４２０号「目黒区都市計画マスタープランの改定のあり方につい

て」、諮問する。本審議会は書面開催だが、別途オンラインにて会長宛てに

諮問文を交付した。交付は都市整備部長が区長を代行して読み上げた。 

 

会長    ただいま目都計第４２０号「目黒区都市計画マスタープランの改定のあ

り方について」、諮問を受けた。事務局より説明をお願いする。 

 

区     都市計画マスタープランは、目黒区における街の将来像及び街づくりの基

本的な方向性を示すものであり、将来都市像を「子どもの元気がみえるまち 

めぐろ」とし、各施策を推進している。平成１５年度（１６年３月）に策定

し、計画の目標年次を概ね２０年後の令和６年としている。策定後は、土地

利用や人口構成なども大きな変化がないことから、改定する必要性は低いと

判断してきたが、区では基本構想及び基本計画の改定、また、計画改定から

１７年が経過し、都市を取り巻く状況も変化していることから、都市計画マ

スタープランを改定することとした。改定の検討に当たっては、目黒区基本

構想、基本計画や、東京都の計画等との整合性の確保を図りながら進めてい

く。また、社会状況の変化を捉え、ウォーカブル City、デジタル・トラン

ス・フォーメーション、公民連携によるまちづくり、さらには新たな生活様

式や SDGs 等を踏まえた視点も取り入れていく。 

今後の予定としては、令和３年８月に目黒区都市計画審議会都市計画マス

タープラン改定専門部会を設置し、令和４年９月頃に都市計画審議会から答

申を受ける予定である。同年１０月頃に目黒区都市計画マスタープラン改定
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素案、令和５年２月に目黒区都市計画マスタープラン改定案をとりまとめ、

同年３月に目黒区都市計画マスタープランを改定する予定である。 

 

会長    この諮問事項については、引き続き審議をしていくこととし、今後は都市

計画などの専門家で構成する専門部会を設置し、調査・研究し、検討を進め

ていく。 

専門部会の委員は、目黒区都市計画審議会条例第７条３項により、都市計

画審議会のうち、会長の私を除く学識経験者である大佛副会長、兵藤委員及

び藤井委員の３名を中心とした５名程度を基本とし、事務局と協議して決め

ていきたい。決まり次第、各委員にお知らせする。 

次に議題２「東京都市計画生産緑地地区（東が丘一丁目・柿の木坂一丁

目）の変更の取り扱いについて」、事務局から説明をお願いする。 

 

区     区域の追加は、現に指定されている生産緑地地区に接している農地約９０

㎡を追加して指定するものである。区域の削除は、農業従事者の死亡により、

生産緑地地区の全部を削除するものである。 

東が丘一丁目の生産緑地地区１０番は、令和３年６月１日、生産緑地所有

者から、追加の指定の申出があった。当該農地は、既存地区と一体として継

続的に農地を維持することができ、生産緑地法及び目黒区生産緑地地区指定

要綱に適合していると認められるため、生産緑地地区の追加について都市計

画変更を行うものとする。 

柿の木坂一丁目の生産緑地地区１８番は、令和３年２月２４日、主たる農

業従事者の死亡に伴い、生産緑地所有者から、承継する生産緑地の一部につ

いて買取りの申出があった。当該生産緑地は、東京都及び区等による買取り

がなく、農業従事者へのあっせんも成立しなかったため、５月２４日に行為

制限が解除された。残った部分の生産緑地地区についても、面積が区の定め

る指定要件の３００㎡を下回り、公道に面していないため削除とする。つい

ては、生産緑地地区の全部を削除する都市計画変更を行うものとする。 

今後の予定は、東京都知事あて協議の後、都市計画変更案の公告・縦覧を

行う。その後、都市計画審議会への付議・答申手続きを経て、東京都市計画

生産緑地地区に係る都市計画を変更する。 

 

会長    続いて議題３「用途地域等の軽微な変更に向けた取組について」、事務局

から説明をお願いする。 
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区    平成１６年の用途地域等の変更後、経年変化により境界基準としていた地

形・地物に現状との不整合が見られるため、都は一括して用途地域を見直す

こととした。区は、都と協議の上、２か所において軽微な変更が必要と判断

した。一方、都は「東京都日影による中高層建築物の高さの制限に関する条

例」を改正したが、都市計画道路の整備に伴い、都条例を改正する。 

用途地域及び日影規制の変更箇所は、大橋二丁目２２番付近、東山三丁目

１０番付近、都市計画道路補助１９号沿道で、高度地区の変更箇所は、用途

地域と連動し、大橋二丁目２２番付近、東山三丁目１０番付近となる。 

大橋二丁目２２番付近は、当時存在した道路中心が用途地域境だったが、

当該道路が廃止されたため、大橋病院建設時に設置された区立公園の境界を

用途地域境とする。 

東山三丁目１０番付近は、当時存在した敷地内通路を基準としていたが、

現在無くなっており、南側の敷地境界を基準とし、第一種低層住居専用地域

から第一種住居地域とする。 

都市計画道路補助１９号沿道では都条例の区域に中目黒二丁目を追記する。 

今後の予定は、令和４年３月に都市計画原案を都へ送付し、区は高度地区、

都は用途地域の都市計画決定手続きを進める。区は、令和５年３月の都市計

画審議会への付議・答申手続きを経て、７月に高度地区について告示を行う

予定である。 

 

会長    本日の議題はこれで終了する。事務局から今後の予定等があればお願いす

る。 

 

区     本日の議題に関するご意見・ご質問は、同封の意見用紙にご記入のうえ、

ご返送をお願いする。この意見用紙の提出をもって、出席とさせていただ

く。 

次回第３回の開催については、秋頃を予定している。決まり次第、各委

員宛てに開催通知をお送りする。 

 

会長    令和３年度第２回（通算第２７２回）目黒区都市計画審議会を閉会する。 

 

※委員から提出された議題に対する意見及び事務局からの回答については、別紙のとお

り 
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以上は、会議の概要であることを証する。 

 

 

（署名委員） 

 

 

 

 

 

 

 


